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機
械
ア
レ
ル
ギ
ー
症
の
嘆
き

一
九
九
五
年

会
長
　
伴
　
　
利
　
昭

九
六
年
四
月
、
文
学
部
の
イ
ン
ス
テ
ィ

チ
ュ
ー
ト
制
度
が
始
ま
っ
た
。
従
来
の
専

攻
制
に
新
た
に
学
際
的
先
端
的
な
五
分
野

が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
応

じ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
を
揃
え
た
演

習
室
が
三
重
用
意
さ
れ
た
。
旧
来
の
文
学

部
授
業
に
も
使
え
る
端
末
八
〇
席
の
教
室

も
整
備
さ
れ
た
。
新
し
い
制
度
の
開
設
が

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
流
れ
を
ど
っ
と
加
速

し
た
わ
け
で
あ
る
し
、
わ
が
白
文
専
攻
と

て
こ
の
流
れ
の
外
に
立
つ
こ
と
ぼ
で
き
な

い
。
機
械
音
痴
の
私
な
ど
、
と
て
も
理
解

で
き
な
い
こ
と
こ
と
だ
が
、
渦
巻
き
に
も

似
た
昨
今
の
様
子
の
一
端
を
悲
鳴
を
交
え

て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

新
学
期
最
初
に
配
ら
れ
る
の
は
講
義
概

要
だ
が
、
そ
の
原
稿
は
手
書
き
で
も
ワ
ー

プ
ロ
で
も
よ
い
。
活
字
に
組
み
直
さ
れ
て

印
刷
さ
れ
た
も
の
が
配
ら
れ
る
わ
け
だ
。

と
こ
ろ
が
、
殆
ど
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
と
な
っ

た
昨
今
は
、
原
稿
を
そ
の
ま
1
贈
り
付
け

て
印
刷
す
る
。
ワ
ー
プ
ロ
活
字
の
中
に
、

虫
食
い
状
に
手
書
き
肉
筆
が
点
在
す
る
羽

目
と
な
っ
た
。
信
念
強
く
、
機
械
を
拒
否

す
る
勇
気
が
な
け
れ
ば
、
ワ
ー
プ
ロ
を
ぽ

つ
り
ぽ
つ
り
と
う
め
き
な
が
ら
打
つ
仕
儀

と
な
る
。
昨
年
は
、
一
年
限
り
だ
が
、
情

報
機
器
購
入
に
助
成
金
が
出
た
。
買
わ
な

け
れ
ば
あ
げ
な
い
、
ま
さ
に
ア
メ
と
ム
チ
。

三
年
前
に
開
設
せ
ら
れ
た
政
策
科
学
部

で
は
入
学
時
に
全
学
生
が
パ
ソ
コ
ン
を
購

入
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
は
毎
年
、

図
書
検
索
を
中
心
と
す
る
シ
ス
テ
ム
　
（
ラ

ン
ナ
ー
ズ
）
　
の
講
習
を
学
生
に
繰
り
返
し

行
っ
て
い
る
。
書
名
・
著
者
名
・
分
類
の

カ
ー
ド
類
は
や
が
て
姿
を
消
す
運
命
に
あ

る
し
、
端
末
機
を
さ
わ
れ
な
い
人
間
は
本

を
探
す
こ
と
も
出
来
な
い
。
こ
の
四
月
に

は
白
文
二
回
生
に
対
し
て
簡
単
な
電
子
メ

ー
ル
の
講
習
が
あ
っ
た
。
立
命
の
全
教
職

員
・
学
生
に
は
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
I
D
ナ
ン
バ
ー
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
こ
れ
か
ら
は
二
回
生
は
教
員
に
対
し

て
授
業
の
質
疑
や
課
題
へ
の
応
答
を
電
子

六
〇

メ
ー
ル
で
送
っ
て
く
る
も
の
か
て
る
。
レ

ポ
ー
ト
も
こ
れ
で
瞬
時
に
送
れ
る
。
た
だ
、

教
員
の
側
で
読
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

こ
の
情
報
の
や
り
と
り
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
中
で
眠
っ
た
ま
ま
。
し
か
し
、
メ
ー

ル
を
読
め
な
い
教
員
に
対
す
る
風
当
た
り

は
強
く
な
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
次
々
に
開
か
れ
て
い
る
。
大

学
ぼ
も
ち
ろ
ん
、
各
学
部
の
ペ
ー
ジ
も
あ

る
。
日
本
文
学
専
攻
の
ペ
ー
ジ
も
開
か
れ

た
。
こ
の
維
持
・
改
修
も
視
野
に
入
れ
た

「
情
報
文
学
研
究
会
」
　
と
い
う
学
生
部
会

の
新
し
い
研
究
会
も
こ
の
四
月
に
発
足
し

た
。
ゼ
ミ
の
電
子
会
議
室
も
白
文
だ
け
で

す
で
に
五
つ
も
聞
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
は
基
本
文
献
の
本
文
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
と
し
て
の
整
備
が
さ
れ
る
よ
う
で
、

現
在
、
『
源
氏
物
語
』
や
浄
瑠
璃
、
謡
曲

な
ど
の
作
品
集
が
収
載
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

簡
単
な
用
例
索
引
な
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

検
索
し
て
く
れ
る
。
今
年
、
二
回
生
は
こ

の
検
索
の
手
引
き
を
受
け
た
こ
と
だ
し
、

年
を
追
う
ご
と
に
利
用
す
る
学
生
は
増
え

て
い
く
は
ず
だ
。

理
工
学
部
・
情
報
工
学
の
院
生
と
文
学

部
・
白
文
の
院
生
な
ど
の
協
力
も
得
て
、

「
サ
ー
バ
研
究
所
」
設
立
の
可
能
性
の
検

討
も
打
診
さ
れ
て
い
る
。
土
地
も
建
物
も

な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
に
展
開
す
る
研

究
所
構
想
だ
。
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

（
仮
想
現
実
）
を
三
次
元
で
展
開
し
、
音

声
も
双
方
向
通
信
が
可
能
と
い
う
し
、
外

国
の
研
究
者
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
参
加

す
る
と
い
う
。
V
R
M
L
、
S
O
M
A
、

H
T
M
L
と
呼
ば
れ
る
技
術
が
用
い
ら
れ

る
そ
う
だ
が
、
何
の
こ
と
だ
が
よ
く
分
か

ら
な
い
。
私
の
理
解
を
は
る
か
に
超
え
て

し
ま
う
。
あ
あ
、
頭
が
痛
く
な
っ
て
き
た
。

謄
写
を
し
た
り
、
抜
き
書
き
を
し
た
り
、

我
が
手
と
足
と
日
を
用
い
た
原
始
的
手
法

が
研
究
の
土
台
で
あ
っ
た
時
代
を
な
つ
か

し
み
な
が
ら
、
ワ
ー
プ
ロ
の
キ
ー
を
一
本

指
で
雨
だ
れ
式
に
押
し
て
、
今
、
こ
の
近

時
片
々
を
書
く
次
第
。

第
三
十
九
回
大
会

日
時
一
九
九
五
年
六
月
十
一
日
（
白
）

午
前
一
〇
時
よ
り

場
所
　
立
命
館
大
学
　
恒
心
館
七
三
一
教
室

一
　
研
究
発
表
　
午
前
一
〇
時
～
十
二
時

①
万
葉
集
妻
問
い
歌
考
　
　
　
　
烏
谷
　
美
鈴

②
阿
波
の
素
人
義
太
夫

－
そ
の
歴
史
と
現
状
－
　
　
　
大
久
保
明
子

③
谷
崎
潤
一
郎
「
痴
人
の
愛
」
論

－
一
九
二
〇
年
代
の
史
的
位
相
を
め
く
っ
て
ー

宮
山
　
富
治

午
後
一
時
～
三
時
二
十
分

①
『
保
元
物
語
』
源
為
義
一
家
最
後
詰
の
形
成

山
口
　
泰
子

②
『
雌
物
語
』
の
咄
　
　
　
　
　
前
芝
　
憲
一

③
『
風
に
紅
葉
』
管
見

－
解
釈
・
本
文
に
つ
い
て
－
　
中
西
　
健
治

二
　
講
演
　
午
後
三
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

・
国
木
田
独
歩
の
文
学
　
　
　
　
芦
谷
　
信
和

三
　
総
会

会
長
の
挨
拶
の
後
、
一
九
九
四
年
度
活
動
報
告

・
会
計
報
告
　
（
別
項
I
）
　
及
び
監
査
報
告
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
議
事
に
移
り
、
一
九
九
五

年
度
活
動
計
画
と
予
算
案
（
別
項
Ⅲ
）
　
の
説
明
が

あ
り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
役
員
の
改
選
も

行
わ
れ
た
　
（
別
項
Ⅲ
）
。
さ
ら
に
会
則
第
五
条
の

変
更
案
が
提
案
さ
れ
た
が
　
（
別
項
Ⅳ
）
、
こ
の
案

件
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
事
項
と
し
て
承
認
は
先

送
り
と
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
お
こ

な
っ
た
。
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